
 

    

耐候性が向上し、建物の長寿命化に貢献 

1 成分形ポリサルファイド系シーリング材「SC-500SL」新発売 
 

横浜ゴム（株）（社長：南雲忠信）は湿気硬化型 1 成分形のポリサルファイド系シーリング材
「SC-500SL」を 7月に発売する。ポリサルファイド系シーリング材は目地周辺の汚染が少なく美
観性に優れるため、ビルやマンションのタイル目地、石目地などに多く使われる。同商品の特長
は、ポリサルファイド系シーリング材としては従来品に比べ高いレベルの耐候性を実現したこと。
これにより建物の長寿命化に貢献し、修繕時の省力化やコスト削減などを図ることができる。 
 
従来のポリサルファイド系シーリング材は経年劣化により表面にひび割れや白亜化（チョーキ
ング現象）が発生するため、定期的に改修工事を行い防水機能を保持していた。「SC-500SL」は
今回、成分構成を見直すことで大幅に耐候性を向上させ、耐久性の長期化を実現した。経年劣化
の度合いを測定する耐候性促進試験では、10年間の使用に相当するとされるサンシャインウェザ
ーオメーター照射3000 時間を経過した状態でも美観を維持し、耐候性に定評のあるシリコーン系
シーリング材に迫るレベルを達成している。 
 
さらに、ポリサルファイド系シーリング材はブリード現象※が発生しやすいが、今回可塑剤に
よる汚染のないノンブリードタイプにし、シーリング材の上から塗装することを可能にした。ま
た、湿気硬化型の 1 成分形シーリング材は表面から固まるため、目地が深い場合内部が硬化する
のに時間がかかるが、同商品は硬化剤を工夫し硬化時間の短縮を図っている。こうした利点に加
え、1 成分形にしたことで主剤と硬化材を現場で混ぜる手間も省けるなど作業性も向上し、施工
効率がアップした。金属やコンクリートなど幅広い素材への接着性能にも優れ、日本工業規格
（JIS）の JIS A 5758 F-20LM-8020（PS-1）に適合しているとして JIS マークを取得。環境にも配
慮し、日本シーリング材工業会の認定でホルムアルデヒドを放散する建材料では最も放散量が少
ないことを示す「JSIA F☆☆☆☆」を取得している（登録番号027044）。 
 
※ブリード現象…成分に含まれる可塑剤が塗膜へ染み出し、黒ずみやべたつきを発生させる現象 

 
 

2010 年 7 月 16 日

SC-500SL の荷姿 


